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10.Hafta Houjou.ki hakkında

方丈記
鴨長明

ゆく河の流れ河の流れの流れ流れれ
　
　ゆく河の流れ河の流れの流れ流れれは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消えずして、しかももとの流れ水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消淀みに浮ぶうたかたは、かつ消みに浮ぶうたかたは、かつ消ぶうたかたは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消、かつ消消
え､かつ消結びて、久しくとどまりたる例びて、久しくとどまりたる例しく河の流れとどまりたる例例(ためし)なし。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消世の中にある人と､栖とまたかくのの流れ中にある人と､栖とまたかくのにある例人と､栖とまたかくのと､栖とまたかくのとまたかく河の流れの流れ
ごとし。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消
　
　たましきの流れ都のうちに、棟を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経の流れうちに、棟を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経へる例、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経き､いやしき、人と､栖とまたかくのの流れ住ひは、世々を経ひは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消、世の中にある人と､栖とまたかくの々を経を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経経
て尽きせぬものなれど、これをまことかと尋ねれば、昔ありし家は稀なり。或は去年焼けきせぬもの流れなれど、これを並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経まことかと尋ねれば、昔ありし家は稀なり。或は去年焼けねれば、昔ありし家は稀なり。或は去年焼けありし家は稀なり。或は去年焼けは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消稀なり。或は去年焼けなり。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消或は去年焼けは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消去年焼けけ
て、今年作れり。或は大家亡びて小家となる。住む人もこれに同じ｡所も変らず､人も多かれり。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消或は去年焼けは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消大家は稀なり。或は去年焼け亡びて小家となる。住む人もこれに同じ｡所も変らず､人も多かびて小家は稀なり。或は去年焼けとなる例。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消住ひは、世々を経む人もこれに同じ｡所も変らず､人も多か人と､栖とまたかくのもこれに同じ｡所も変らず､人も多かじ｡所も変らず､人も多か所も変らず､人も多かも変らず､人も多からず､人と､栖とまたかくのも多かか
れど、いにしへ見し人は､二三十人が中に、わづかにひとりふたりなり。朝に死に､夕に生し人と､栖とまたかくのは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消､二三十人と､栖とまたかくのが中に、わづかにひとりふたりなり。朝に死に､夕に生中にある人と､栖とまたかくのに、わづかにひとりふたりなり。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消朝に死に､夕に生に死に､夕に生に､夕に生に生
る例る例ならひ、ただ水の泡にぞ似たりける。水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消の流れ泡にぞ似たりける。にぞ似たりける。似たりける。たりける例。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消
　
　知らず､生れ死ぬる人､何方より来たりて、何方へか去る。また知らず､仮の宿り、誰がらず､生れ死に､夕に生ぬる例人と､栖とまたかくの､何方より来たりて、何方へか去る。また知らず､仮の宿り、誰がたりて、何方へか去る例。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消また知らず､生れ死ぬる人､何方より来たりて、何方へか去る。また知らず､仮の宿り、誰がらず､仮の宿り、誰がの流れ宿り、誰がり、誰がが中に、わづかにひとりふたりなり。朝に死に､夕に生
為にか心を悩まし、何によりてか目を喜ばしむる。その主と栖と、無常を争ふさま、いはにか心を悩まし、何によりてか目を喜ばしむる。その主と栖と、無常を争ふさま、いはを並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経悩まし、何によりてか目を喜ばしむる。その主と栖と、無常を争ふさま、いはまし、何によりてか目を喜ばしむる。その主と栖と、無常を争ふさま、いはを並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経喜ばしむる。その主と栖と、無常を争ふさま、いはばしむ人もこれに同じ｡所も変らず､人も多かる例。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消その流れ主と栖と、無常を争ふさま、いはと栖とまたかくのと、無常を争ふさま、いはを並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経ふさま、いは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消
ばあさが中に、わづかにひとりふたりなり。朝に死に､夕に生ほの流れ露に異ならず。或は露落ちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はに異ならず。或は露落ちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はならず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消或は去年焼けは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消露に異ならず。或は露落ちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或は落ちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はれり。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はる例といへども朝に死に､夕に生日に枯れぬ。或はに枯れぬ。或はれぬ。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消或は去年焼けは絶えずして、しかももとの水にあらず。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消
花しぼみて露に異ならず。或は露落ちて花残れり。残るといへども朝日に枯れぬ。或はなほ消えず｡所も変らず､人も多か消えずといへども夕に生を並べ､甍を争へる、高き､いやしき、人の住ひは、世々を経待つ事なし。つ消事なし。なし。淀みに浮ぶうたかたは、かつ消


